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向源寺の門前は、農民美術の工房の、のみの音が聞こえてきそうな静かな通り。

門前から矢出沢川にかかる高橋あたりは、北国街道の名残りのいくつかを見つけることができる 。「北

向観世音道J iせんかうじ道」などの道しるべ。「ますがた」とよばれる「く」の字にくいちがった道。
せA

高橋の北のたもとの東へ入る小道を夏の量さカ、り向源寺の.!j(立でなく蝉の声を聞きながら歩いてみたい。

矢出沢川にそって三門の前へ出て、主l房にそ って曲 1)、用水にかかった石橋を渡る 。時の流れが止ま った
ような小道である 。 しかし、次の角を折れると、車の往来がはげしい国道18号線が自の前にあらわれる。

主な内容

6月定例市議会終る。dil心巨章、 di-1-.:、diイヒを;jjljAi:::.........2ページ

食中毒をなくそうー・-一..........................................一一.3ページ

暮らしを支える「石油」大切に使おう .....................4 ・5ページ

花火は大人と ー諸にあげましょう .................................6ページ

市ijjlj60周年記念行事「燈龍流しと花火大会」 大同で 一-一一.7ページ

みんなかユ'けよう 、結怯レ ントゲン Hれよ・・・・・・・特集 1・2ページ

長期基本構想特集.. ......... ....... . ...一一・........... . ..特集 '~ 4 ページ

市民の動き

( 7月 1日現在)

正念人口 111，032人 (十123)

男 54，155人 ( +52) 

女 56，877人 ( +71) 

世帯数 32，989世帯 ( +49) 

()内は前月比です.
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だ H併日54年8円1日一一一一(2)ー

福
祉
都
市
の
指
定
う
け
る

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
建
設
き
ま
る

〈
六
月
定
例
市
議
会
終
る
〉

六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
十
一
日
ま
で
の
十
七
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
市
制
施
行
六
十
周
年
を
記
念
し
て

「市
民
憲
章
」
「
市
木
」
「
市
花
」
の
制
定
。
地
方
税
法

の
一
部
改
正
に
伴
う

「上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
」
の
一
部
改
正
、
庖
舗
面
積
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
中
型
庖
を
調
整
対
象
と
し
た

「
上
田
市
大
型
庖
等
の
小
売
商
業
活
動
の
調
整
に

関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
。
市
民
生
活
の
向
上
を
図
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
一
般
会
計
特
別
会
計
補
正

予
算
。
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
の
際
に
お
け
る
附
帯
決
議
事
項
の
早
期
実
現
に
関
す
る
意

見
書
」
な
ど
三
十
九
議
案
が
審
議
さ
れ
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

えつ

予

算

報
マ
補
正
予
算

広

一
般
会
計

一

五

億
九
千
百
八
万
四
千
円
。

一

特
別
会
計

m
w
μ
千
四
百
万
円
。

問削

マ
予
算
総
額

2
4山文
引
馴
-
般
会
計

州

刊

行

川

卜

川
低
-
一千
じ
百
六
卜
万

/
{
¥

p

f
A

4

T
t
J
〉

-

g

れ

T
J《

一

特
別
会
計

一

川

十
八
億
ヒ
千
二
一百
八
十
七
万
八

一

千
円
。

コ
一『JJ

マ
予
算
の
主
な
使
い
み
ち
ム

ハh
u河

一
般
会
計
制

第

〈
総
務
費
}

戸

れ

治
会
の
共
同
集
会
胞
設
新
改
築
お

一

別
対
京
事
業
の
と
室
貧
小
規
模
土
地
基

号
盤
整
備
事
業
的
、
ニ
ツ
木
地
区
ほ
場
整

市
備
事
業
補
助
金
、
第
二
次
林
業
構
造
改

よ
び
般
地
購
入
補
助
金
、
防
犯
灯
や
掲

示
板
設
置
補
助
金
な
ど
に
二
千
五
百
十

一
万
四
千
円
。

〈
民
生
費
〉

本
年
度
、
国
の
指
定
を
受
け
た
防
省

省
福
祉
阿
川
市
と
し
て
、
身
内
』
刊
の
併
さ

ん
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

児
主
公
同
用
地
内
H

お
よ
び
笠
備
伏
、
ド

越
戸
川
改
修
工
事
費
、
集
中
豪
雨
な
ど

に
よ
る
東
部
地
区
河
川
の
災
害
に
対
処

晶画国醇単品心Jf・.l;':
鉱幅なった市道小島神畑線。
市道の整備順調にすすむ。

各
施
設
改
持
事
業
的
、
朝
日
が
丘
児
童

館
建
設
的
な
ど
に
八
千
:
-
行
:
じ
i

a
.
力

-
一千
円
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

県
一
一
円
砂
原
お
よ
び
泉
川
山
灰
免
道
路
盤

術
事
業
白
川
念
、
川
県
日
出
川
ド
か
ん
は

い

M
K・
4d
業
白
川
一
金
、
地
域
内股
政
持

タに
オ℃

{に
建設がすすむ自然運動公園。手前の広場は総
合運動場、その上の森が子供の広場予定地。

市
民
憲
章

市
木
・
市
花
を
制
定

六
月
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
た

H

市
民
憲
章
~
市
木
~
市
花
H

は
、

八
月

一
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

マ
上
田
市
民
憲
章
ム

上
田
市
は
、
千
曲
の
消
流
と
、
土

田
城
に
象
徴
さ
れ
る
円
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
内
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

市木のいちい
f9U 1， 
σ) (1 
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も メ
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こ
こ
に
市
民
芯
草
を
定
め
ま
す
。

1

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い
な
ぷ

と
空
気
を
守
り
、
緑
の
あ
ふ
れ
る

ま
ち
に
し
ま
す
。

ー

か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
長
を
高

め
、
豊
か
な
文
化
を
育
て
る
ま
ち

に
し
ま
す
。

-

人
々
の
持
怠
を
と
う
と
び
、
あ

た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
に

し
ま
す
。

-

産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ
こ

び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に
み
ち

た
ま
ち
に
し
ま
す
。

-

平
和
と
什
由
を
求
め
、
広
く
世

出介
に
日
を
向
け
た
明
る
い
ま
ち
に

し
ま
す
。
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一
別
対
策
事
業
の
上
室
釘
小
規
模
土
地
基
児
童
公
園
用
地
貸
お
よ
び
整
備
賀
、

F

り
悠
悠
備
事
業
的
、
・

4
y
木
地
氏
ほ

均

整

越

戸

川
改
修
工
事
的
、
集
中
涙
雨
な
ど

市
備
が
業
補
助
金
、
第

次

林

業

問

造

改

に

よ

る

東
部
地
医
刈
川
の
災
容
に
対
処

第
佐
川
事
業
補
助
令
な
と
に
-
倍
-
一千
-U
斤

す

る

総

合

的

な

・刈
川
計
画
制
査
委
託
料
マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

一

六
万
九
千
円
。

な
ど
に
e

億
九
千
一-
百
二
十

ム

万

九

千

部

改

正

ム

一

〈
商
工
費
〉

円
。

地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
保

一

勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
費

〈
教
育
費
〉

険
税
の
課
税
限
度
額
な
ら
び
に
軽
減
基

」
ノ
な
と
に
六
千
三
百
4

干
七
万
五
千
円
。

川
辺
町
、
矢
沢
地
区
の
同
和
対
策
集
準
加
算
額
の
引
き
上
げ
な
ど
改
正
し
ま
第
八
十
五
回
国
会
に
お
い
て
、
同
和

問問

〈
土
木
費
〉

会
所
新
築
工
事
費
、

川
辺
町
同
和
集

会

し

た

。

対

策

事

業

特

別

措

置

法

の

有

効

期

限

が

協

小

島

神

畑

線

道

路

改

良

代

用

地

費

所

用

地
鋭
、
城
下
ち
び
っ
チ
プ

l
ル
用

マ
上
田
市
大
型
庖
等
の
小
売
商
業
活
動

一
二
年
延
長
さ
れ
、
そ
の
際
、
決
議
さ
れ

相
川
お
よ
び
橋
り
ょ
う
工
事
山口
、
自
然
運
動

地
代
併
地
購
入
資
、
信
州
青
年
希
望
の

の
調
整
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
ム

た
附
帯
決
議
事
項
を
早
急
に
実
現
す
る

ほ
公
凶
子
供
の
広
場
と
遊
歩
道
の
整
備
賀
、
船
海
外
セ
ミ
ナ
|
研
修
補
助
金
な
ど
に
大
規
模
小
売
出
舗
法
の
施
行
に
よ
り
よ
う
強
く
要
望
し
た
「
同
和
対
策
事
業

一
秋
和
仁
堀
線
改
良
工
事
銭
、
緑
が
丘
西

九
千
五
百
六
十
七
万
九
千
円
。

出
舗
面
積
を
:
一百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
持
別
措
置
法
の

一
部
改
正
の
際
に
お
け

一
x
H
B
R
H
R
H
R
H
H
H
R
H
H
H買
U
R
H
R
H
H
M
R
H
R
H
R
H
R
H
H
H
R
H
R
H
R
H
R
H
H
M
R
H
R
H
H
H
R
H
H
H
R
H
R
H
H
H
H
H
R
H
R
H
H世
田

E
R
H
E
H
2
H
H
H
H
H
H
H
H
H
R
H
R
H
R
H
R

だ

食

陶

ま

青

葉

こ

手

ヨ

こ

一

凡

里

食
中
毒
と
わ
か
っ
た
ら
、
何
を
た
べ

-
A
T
t
t
v
ご
J
J
I
-
-
E
-
E
E
l
-
h女
工
ル

食
中
毒
を
な
く
そ
う

μ
一
一
一
い
れ
印
リ
バ
ー
食
べ
た

〈食
品
衛
生
週
間
6
日
j
M
M
日
〉

(1総
ifi務
b、ーーエミ ..... 
の〉干

n 

比

|白!

集
b-
zス
胞
設
新
改
築
お

えつ
ロ
師
陣

式
￥
〒

広

食
中
毒
に
季
節
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一

一
年
中
で
最
も
多
く
発
生
す
る
の
が
夏

一

で
す
。

一

食
中
毒
の
原
因
は
、
大
部
分
が
細
菌

一

に
よ
る
も
の
で
す
。
食
品
に
細
菌
を
つ

日
け
ず
、
増
や
さ
ず
、
調
理
に
注
意
し
ま

1

i

?
」
L
i
F
h
A

ノ。

日川8

食
中
毒
の
原
因
と
な
る
菌
は
、
熱
に

伴
弱
い
(
七
十
度
以
上
な
ら
数
分
で
死
ぬ
)

ph
d
 

和

た
め
な
る
べ
く
火
を
通
し
、
野
菜
、

昭
果
物
は
、
水
道
で
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

一

ま
た
、
細
菌
は
五
度
以
下
で
は
繁
殖

一

し
に
く
い
の
で
、
な
る
べ
く
冷
蔵
庫
に

。
保
存
す
る
。
し
か
し
、
冷
蔵
庫
の
過
信

一

は
禁
物
。
ド
ア
の
開
聞
が
多
か
っ
た
り

省
福
祉
郎
市
と
し
て
、
身
障
者
の
皆
さ

ん
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

ょが庫
う上内
。昇に

し才:勿
てを
しつ
まめ
うす
σヨぎ
でる
注と
意庫
し内
ま温
し度

日
常
の
心
が
け
と
し
て
は
、
料
理
と

食
事
の
前
に
は
、
必
ず
手
を
良
く
洗
う
。

食
器
類
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
な
ど
は
、

熱
湯
や
日
光
で
消
毒
す
る
。
生
も
の
は

で
き
る
だ
け
早
く
料
理
し
早
く
食
べ
る
。

病
状
は

食
中
毒
は
、
食
べ
て
か
ら
短
か
く
て

二
時
間
、
長
く
て
三
日
で
発
病
し
ま
す
。

な
か
で
も
、
十
二
時
聞
か
ら
二
十
時
間

ぐ
ら
い
で
発
病
す
る
も
の
が
多
く
、
吐

き
気
や
腹
痛
、
下
痢
な
ど
が
起
き
ま
す
。

備
事
業
負
担
金
、
県
営
塩
田
平
か
ん
ば

い
排
本
事
業
負
担
金
、
地
域
農
政
特

欠ー
オミ

十川

手
当
は

食
後
二
・

三
時
間
で
吐
き
気
が
す
る

時
は
、
ぬ
る
ま
湯
、
薄
い
食
塩
水
を
た

く
さ
ん
駄
ま
せ
、
吐
き
や
す
く
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。
幼
児
の
場
合
は
、
鼻
を

つ
ま
ん
で
口
を
聞
け
さ
せ
、
指
を
突
っ

こ
ん
で
吐
か
せ
、
胃
の
中
の
も
の
を
全

部
出
し
て
し
ま
っ
た
ら
体
を
祖
か
く
し

て
静
ず
か
に
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

食
後
十
時
間
以
上
た
っ
て
、
発
病
し

た
時
は
、
吐
か
せ
て
も
効
果
が
な
い
の

で
、
静
か
に
休
ま
せ
て
、
す
ぐ
医
師
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
吐
き
け
が
激
し
い
昨

は
、
胃
の
部
分
を
氷
の
う
な
ど
で
冷
や

し
医
師
が
く
る
の
を
ま
ち
ま
し
ょ
う
。

下
剤
や
ヒ
マ
シ
油
を
飲
ま
せ
、
食
べ

た
も
の
を
早
く
出
し
て
し
ま
う
の
は
危

険
で
す
。
し
ろ
う
と
判
断
は
せ
ず
に
必

ず
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

γ

江
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
に
改
め
、
条

例
の
名
称
も
「
上
田
市
中
型
府
宇
の
小

売
商
業
活
動
の
調
整
に
附
す
る
条
例
」

に
改
正
し
ま
し
た
。

意
見
書

一

実

一

一

充

一

一

が

一

ど

一

一

紘

一

-

i

-

一

一

↑

市
が
、
国
民
年
金
積
立
金
環
元
一

一
一
融
資
を
受
け
て
行
っ
た
事
業
は
次

一

一

の

と

お

り

で

す

。

一

一
東
部
保
育
園
新
築
。
北
保
育
園

一

一
増
築
。
同
和
対
策
事
業
。
第
.
、
第
一

一
二
、
第
四
中
学
校
夜
間
照
明
施
設
。
一

ワ
清
崎
け
行
滑
己

国民年金積立金

還元融資で

る
附
帯
決
唱
州
事
項
の
早
期
実
出
羽
に
附
す

る
意
見
書
」
ほ
か
-
-
件
が
保
択
さ
れ
ま

し
た
。

結婚式・ひろう宴の

申し込みを受付けます

タ

の

ン

回

セ

井

善

、.
V

3

R

t

S

3

H

 

F

-E
i
 

境環

上
旧
東
部
地
区
農
村
環
境
改
浮

セ
ン
タ
ー
(
豊
殿
地
区
小
井
田
地

籍
)
で
は
生
活
改
善
方
式
の
結
婚

式
、
同
ひ
ろ
う
宴
の
会
場
と
し
て

皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
十

一
月
か
ら
の
利
用
の
受
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
セ

ン
タ

ー
に
は
、
-
一百
七
十

五
名
収
容
で
き
る
大
ホ
l
ル
、
控

え
室
用
の
和
室
な
ど
と
、
広
い
駐

車
場
(
約
二
一十
台
分
)
が
あ
り
ま

す
。十

一
月
四
日
間
、
十
八
日
間
、

二
十
三
日
働
、
-
一十
四
日
川
の
午

後
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

使
用
料
金
な
ど
は
、
公
民
館
の

料
金
に
準
じ
ま
す
。

〈申
込
先
・
お
間
合
せ
〉

上
野
が
丘
公
民
館
(
宮
⑪

O
六

五
九
有
線
②
六
九
六

O
)
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わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
は
じ
め
、
産

め
業
、
輸
送
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
石

間
町
一
油
、
電
気
、
ガ
ス
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

引
制
こ
の
子
不
ル
ギ
|
の
約
七
割
を
石
油

開
で
ま
か
な
い
、
そ
の
石
油
の
九
九
七

J
¥

%
は
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。

一

わ
た
し
た
ち
の
暮
し
を
支
え
る
エ
ネ

一

ル

ギ
!
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
H

輸
入

一

石
油
H

に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
文
字

号
ど
お
り
一
滴
の
石
油
も
お
ろ
そ
か
に
は

閣
で
き
ま
せ
ん
。

第
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
石
油

r

も
、
消
貨
国
闘
の
消
費
・
紛
入
量
の
抑

み
ん
な
で
工
夫
し
、
身
近
か
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
節
約
し
ま
し
ょ
う
。

使
わ
な
い
電
灯
は
、
み
ん
な
で
気
を

つ
け
て
こ
ま
め
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

エ
レ
ベ

ー
タ
ー
な
ど
は
で
き
る
だ
け

使
わ
ず
、
階
段
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
あ

な
た
の
健
康
に
も
良
い
こ
と
で
す
。

冷
房
の
室
内
温
度
は
、
摂
氏
二
十
八

大
切
な
石
油
を
上
手
に
使
う
た
め
に
度
程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。

灯
油
の
買
い
だ
め
は
や
め
よ
う

く99.7%を輸入〉
制
な
ど
国
際
的
な
取
り
決
め
や
、
産
油

国
の
値
上
げ
な
ど
に
よ
り
、
必
要
な
だ

け
い
つ
で
も
輸
入
す
る
こ
と
は
困
難
な

状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

消
費
物
資
等
監
視
員
の
皆
さ
ん
に
石
油

類
の
物
価
な
ど
の
調
査
を
依
頼
し
、
価

格
情
報
(
下
表
)
な
ど
の
提
供
に
努
め
、

便
乗
値
上
げ
や
売
り
惜
し
み
な
ど
の
な

い
よ
う
監
視
し
て
行
き
ま
す
。

苦
情
や
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

市
役
所
生
活
交
通
謀
生
活
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
(
宮
⑫
四
一

O
O内
線
一

七
七
)
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市
は
、
昭
和
五
十
年
に

「
上
田
市
長
期
基
本
構
想
」
を
策
定
。
同
時
に
同
構
想
を
具
体
化
す
る
「
前
期
基
本
計

画
」
を
つ
く
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
、
そ
の
理
想
実
現
の
た
め
に
、
各
種
の
事
業
を

進
め
に
r陸
隊
L
K
Uか
h
E
+
五
年
で

み
ん
な
で
工
夫
し
あ
お
う

電
灯
は
こ
ま
め
に
消
し

ク
ー
ラ
ー
は
摂
氏
二
十
八
度
を
保
ヲ

石
油
(
原
油
)
は
、
重
油
、
軽
油
、

灯
油
、
ガ
ソ
リ

ン
な
ど
用
途
別
に
精
製

さ
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
に

一
番
身
近
か
な
灯
油

十
リ

y
ト
ル
を
精
製
す
る
の
に
石
油
は

百
リ
ッ
ト
ル
必
要
と
な
り
ま
す
。
自
動

車
に
欠
か
せ
な
い
ガ
ソ
リ
ン
は
、
六
十

リ
ッ
ト
ル

の
石
油
か
ら
十
リ
ッ
ト
ル
し

か
と
れ
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
灯
油
は
生
産
量
や
流
通
量

が
少
い
た
め
、
生
産
と
消
費
の
バ
ラ
ン

ス
が
く
ず
れ
る
と
大
き
な
混
乱
を
ま
ね

く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

「
近
く
値
上
が
り
に
な
る
か
ら
」
「
口
問

不
足
に
な
る
か
ら
」
と
買
い
だ
め
を
す

る
と
、
多
く
の
市
民
が
迷
惑
し
ま
す
の

で
、
お
互
い
に
ゆ
ず
り
あ
い
、
み
ん
な

で
大
切
な
石
油
を
上
手
に
使
う
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

市
も
、
地
区
ご
と
に
委
嘱
し
て
い
る

ン

1，700円
1，600円
1，670円

(7月25日現在)

プロノf

5ni 

高値

安値

平均

出
問
、‘イ

49円

45同

48円

A 

le 

高値

安値

平均

出

m

90円

85円

87円

市内における石油類の価格な

レギ L ラーガソリン| 軽

高値 135円 | 高値

安値 125円 | 安値

平均 130円 | 平均

1，640円5ni 35円le 75円le 86円u 

2% 37% 16% 51% 

灯 j由

18f庖頭 : 200f配達

高値 990円l高値11，000円
安値制円l安値 9，-100円
平均 896円l平均 9，960円
18e底頭 l200t配達

662円! 6，800円

35% 46% 

価終の

航上がり前(2月)
の 平均価格

率上がり式
引
.1
 

100% 112.8% 114.6% 95.6% 147.1 % 
前年同月(7月k
知J)対比取扱率

当面は価格、供給

量とも影響!ない見

込みです。元売り

は値上げぎみで、

灯油の品薄からブ

タンに切り換えが

ふえれば今後情勢

に変化もあるでし

ょ7。

需要増と元売りからの供給削減に

より不安定な状況が続いています。

トラ yクの過積規制の強化、重質

油の扱い量増加なども理由となっ

ています。

当面は、 価格な どの見通しも立ち

ません。

冬期需要期対策と

して、 85日分の備

台市町呆が急がれて

いるため、当面、

品薄にな っていま

す。

備畜が確保できれ

ばある程度問題解

消されます。

(i主)石油鋲の前年ー同月対比取扱率は日本オイルターミナル附の資料による。

!直 kがりはするも
のの供給状態は、

順調です。

前年対比で供給hl
が減少しているの

は、値上がりによ

るかけ込み購入が

あったためです。
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生
活
に
欠
く
こ
と
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で
き
な
い
石
油

も
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消
質
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の
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入
量
の
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で
大
切
な
石
油
を
上
手
に
使
う
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

市
も
、
地
区
ご
と
に
委
嘱
し
て
い
る
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市
は
、
昭
和
五
十
年
に

「
上
田
市
長
期
基
本
矯
想
」
を
策
定
。
同
時
に
同
構
想
を
具
体
化
す
る

「前
期
基
本
計

画
」
を
つ
く
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
、
そ
の
理
想
実
現
の
た
め
に
、
各
種
の
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
が、

五
+
五
年
で

一
応
の
成
果
を
見
な
が
ら
、

前
期
基
本
計
画
が
終
了
し
ま
す
。

今
年
は
、
さ
ら
に
、
住
み
よ
い
上
田
市
の
建
設
を
目
指
し
て
、
前
期
基
本
計
画
の
効
果
を
考
え
な
が
ら
、
最
近

の
経
済
情
勢
、
社
会
情
勢
な
ど
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
き
し

「あ
た
た
さ
い
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
五
+
六
年
か
ら
実
施
す
る
「
後
期
基
本
計
画
」
を

つ
く
る
た
め
H

市
長
と
語
る
会
4

と

内市
民
ま
ち
づ
く
り
意
向
調
査
H

を
実
施
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
干
曲
川
架
橋
・
公
園
・
ス

祉
の
整
備
拡
充
に
多
く
の

〈長期基本構想特集〉

後期基本計画に市民の声反映
「市長と語る会JI住民意向調査」行う

市
長
と
語
る
会
に
九
百
人
参
加

一
、
実
施
方
法

丘
月
二
十

一
日
か
ら
六
月
二
十

一
日

ま
で
の
問
、
地
区
自
治
会
連
合
会
単
位

に
、
各
自
治
会
の
ご
協
力
を
得
、
十
七

会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

二
、
参
加
人
員

九
百
三
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

三
、
意
見
発
表
者

参
加
人
員
の
二
四
・

三
%、

二
百
十

九
人
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
、
ご
要
望

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

四
、
意
見
集
約

全
体
と
し
て
①
教
育
文
化
の
振
興
②

都
市
基
盤
の
整
備
③
生
活
環
境
の
整
備

な
ど
の
要
望
が
多
く
、

地
区
別
で
は
①

は
中
央
、
塩
尻
、
川
辺
、
神
川
、
中
塩

田
、
東
塩
田
、
別
所
、
川
西
、
神
科
地

区
で
、
②
は
東
部
、
南
部
、
泉
田
、
豊

殿
、
中
塩
田
、
西
塩
田
、
川
西
、
城
下
、

神
科
地
区
で
、

③
は
西
部
、

北
部
、
川

辺
、
神
川
、

豊
殿
、

川
西
地
区
で
、
要

望
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
教
育
文
化
の
振
興
で
は

(
図
①
)

O
公
民
館
な
ど
の
集
会
場
の
建
設

公
民
館
の
建
設
計
画
が
、
市
内
ぃ
ハ
か

所
で
終
了
し
た
の
で
、
今
後
の
方
向
づ

け
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

O
社
会
体
育
館
の
建
設

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
た
め
、
地
区
公
民
館
単
位

の
社
会
体
育
館
建
設
が
要
望
さ
れ
ま
し

た
。

O
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

青
少
年
健
全
育
成
の
立
場
か
ら
要
望

さ
れ
ま
し
た
。

1同格、 f共
見通し

地区別意見発表者および発表内容一覧表

n!l項~目見、J発地表区者\別殺¥ ) 東西 南北 中塩 川 泉 神豊 中東 西別 川城 神言十 塩塩 塩

部告1I昔日昔1I央尻 辺国 川 殿 田回 田所 西下 科

都市基盤の整備 61 714 515 312 214 313 413 4 1 1 31414 

生活環成の整備 54 3 110 216 312 6 1 1 513 2 1 1 110 31115 

産業の振興 16 110 012 310 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 01 211 

教育文化の振興 62 4 1 1 413 513 612 512 417 313 310 P 

社会福祉の充実 16 2 1 1 014 012 1 1 0 。。1 1 1 012 o 1 1 11 
問手[1対策の推進 210 1 1 1 。。010 。。。。。。010 。。
行財政運営 710 110 1 1 1 o 1 1 。。1 1 0 。。1 1 1 010 
地域社会 1 1 0 010 。。。。。。。。。。010 011 
主ロ込 言十 219 17118 12121 151 9 171 7 14 10112 131 9 8110 8 119 

「教育文化の掻興」に関する

意見集約

小・中学校の

増改築など

43% 

図①



一
O

子

供

た

ち

の

遊

び

場

の

確

保

O

国

道

L
L
田
バ
イ
パ
ス
早
期
完
成

か

い

父

通

事
情
の
変
化
に
よ
り
、

子
供

た

凶

道

十

八

号

線

の

内

勤

単

交

通

抗

一

ち
の
遊
び
場
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
が
飽
和
状
態
で
あ
る
た
め
要
望
さ
れ
ま

一

た

め

要

望

さ

れ

ま

し

た

。

し

た

。

十

②
都
市
基
盤
の
整
備
で
は

(

凶

②

)

③

生
活
環
境
の
整
備
で
は

(
凶
③
)

1

0
県
道
な
ど
幹
線
道
路
や
生
活
道
路
の

O
公
岡
、
緑
地
の
確
保

v
u
拡
幅
一笠
備
。

子
供
の
遊
び
場
と
ス
ホ

l
ツ
施
設
の

作
同
県
道
の
交
通
渋
滞
に
よ
り
、
午
前

行
仙
と
を
あ
わ
せ
て
、

利
用
す
る
土
地

柿
道
路
へ

内
動
車
が
進
入
し
、
歩
行
お
な
が
あ
る
う
ち
に
、
計
画
的
に
先
行
取
得

附

と
の
安
全
を
さ
ま
た
げ
る
た
め
要
望
さ
す
る
よ
う
妥
明
さ
れ
ま
し
た
。

一

れ
ま
し
た

。

0

家
出
雑
排
木
付
策

一

O
河
川
、
ぷ
路
の

改

修

家

庭

雑
排
木
簡
易
浄
化
そ
う
か
ら
出

一

降
雨
に
よ
る
ぷ
害
か
ら
、
住
宅
、
道
る
汚
泥
処
埋
対
策
が
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

む

路

、
耕
地
を
守
る
た
め
、
河

床

や

堤

防

④

産
業
の
振
興
で
は

の
鐙
備
が
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

O
晦
旧
商
て
会
館
の
建
設

土
寸件

。
千
曲
川
の
架
橋
建
設

地
語
工
会
に
お
い
て
、
制
極
的
に

.
た
し
し
間
市
を
二
分
し
て
い
る
下
曲
川
に

こ

の

控

設

計
両
に
取
り
組
み
、
す
で
に

-え

半
過
崎
、
小
牧
杭
な
ど
を
建
設
し
、
火
山
制
収
令
を
は
じ
め
て
い
る
の
で
、

市
の

れ

通

渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
要
望
さ
れ
ま
協
力
が
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

日

し
た
。

⑤
社
会
福
祉
の
充
実
で
は

(
凶
④
)

一

す

み

や

す

い
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・
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護
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え
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ほ
と
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会

福

祉
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拡
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要

望

大
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上
山
市
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と
こ
ろ
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し
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一

は
ょ
い
と
符
え
て
い
ま
す
。
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④
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一
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方
法

一

市

内

に

住
ん
で
い
る
満
二
十
歳
以
上

号

の

有

権
者
を
対
象
に
、
昭
和
丘
十
二
年

前
九
月
十
円
現
在
の
水
久
選
挙
人
名
簿
に

第
よ
り
、
有
権
省
総
数
じ
万
六
千
七
百
五

一
ト
九
人
の

4
%、
J

千
瓦
百

ι卜
人
を

O
保
育
園
の
新
設
、
増
改
築

神
科
地
区
な
ど
、
特
に
、
人
口
急
増

地
域
に
お
い
て
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

O
老
人
ホ
ー
ム
の
新
設
、
拡
張

人
口
の
老
齢
化
傾
向
に
と
も
な
い
援

護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
設
、
拡
張
な
ど
定

員
噌
が
安
堵
さ
れ
ま
し
た
。

O
老
人
福
祉
対
策

…
は
た
き
り
老
人
の
一

時
保
護
、
老
人

服
用
の
確
保
な
ど
が
要
情
さ
れ
ま
し
た
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⑥
行
財
政
運
営
で
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旧
町
名
を
使
っ
た
住
居
表
示
の
被
討
、

自
治
会
地
図
の
作
成
、
盟
殿
支
所
移
転

反
対
な
ど
が
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

⑦
同
和
対
策
の
推
進
で
は

同
和
対
資
事
業
特
別
惜
開
法
の
打
効

則
限
が
、
三
年
延
長
さ
れ
た
が
、
さ
ら

に
同
和
問
題
解
消
に
努
力
す
る
よ
う
-
安

世
さ
れ
ま
し
た
。

図②「都市基盤の整備」に関する

意見集約

図③「生活環境の整備」に関する

意見集約

図宇「社会福祉の充実」に関する

意見集約

無
作
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ま
し
た
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二
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収
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収
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。
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岐
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公共下水道の促進
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削
収
率
は
、

.h
八
・
三
%
で
し
た
。

こ
の
う
ち
、
男
性
の
二
十
歳
代
と
女
性

のいハ
ト
歳
代
の
凶
答
が
低
調
で
し
た
。

間

1
上
田
市
の
将
来
に
と
っ
て
、
道
路
交

次のとおり結核レントゲン検診を実施しますので、最寄りの会場で受診しましょう。

月日 検 診会場 対象地区 検診時間 月日 検診会場 対象地区 検 診時 間

赤坂公民館|赤 坂 前9:30-10:00 自/ω24' 福田 公会堂 福 田 後3: oct-3 : 3d 
岩清水公民館岩 清 水 10: 30-11: 00 

2月8 5 

下之条集荷所 下 之 粂 前9:30-10:30

長入公民館 長 入 11 : 30-11 : 50 上田原自治会館 上 田 原 11 : 00-11 : 30 

伺2R日8 0 } 

大白木公民館 大 日 木 後1: 30-2 : QO 
出日
東築地公会堂 東 築 I也 9 : 30-10: 00 

森公民館 ホ対~ 2 : 30-3 : 00 神畑遊園地 神 畑 10: 30-11-30 

矢沢公民館 矢 t尺 前9: 30-10: 00 千曲町集会場 千 曲 田T 前9: 30-10: 30 

下郷公民館 下 郷 10: 30-11: 00 中之条公会堂 中 之 条 11 : 00-12 : 00 

市豊殿支所 宮 之 上 11 : 30-11 : 45 
月8 
御所公会堂 御 所 後1: 30-3 : 00 
27 

漆戸公民館 漆 戸 後 1: 00-1 : 30 
(日月) 
中村自治会館 中 村 前9: 30-10: 30 

中吉田公民館 中 15 コ 回 2 : 00-3 : 00 小牧公民館 ヰ文 11 : 00-12: 00 

林之郷公民館 中本 之 奴F 前9: 30-10 :'00 諏訪形公会堂 諏 訪 形 後1: 30-3 : 00 

桜台 学 童会館 桜 "Eιコ」、 10: 30-11: 00 赤坂スーパー削 )11 辺 回T 前9: 30-11 : 30 

小井田公民館 井 田 11: 30-12: 00 川辺町会館 )11 辺 田T 後1: 00-2 : 00 

2月8 1 
町吉田公民館 田T ニEt3 回 後1: 30-2 : 00 

2月8 8 

長池食堂横 倉升 2 : 30-3 : 30 

下吉田公民館 下 音 回 2 : 30-3 : 00 上野 一 司さん宅横 泉田山口 前9: 30-10: 00 

t日k) 国分公民館 国 分前9: 30-10: 30 
bB k) 
下半過集会場 下 半 過 10: 30-11: 00 

黒坪公民館 黒 半過区公民館 上 半 過 11 : 30-12: 00 

みす J台北第 l集会場 築地火の見下 築地 後1: 30-2 : 15 

下青木公民館 下青木 2: 30-3 : 00 吉田公民館 吉田 2 : 45-3 : 30 

梅が丘自治会集会場 梅が丘前9: 30-10: 00 下小島公民館 下小島 前9: 30-10: 00 

上青木公民館 上青木 10:30-11 : 00 保野公民館 保 里子 10:30-11:30 

2月8 2 

久保林公民館 久保林 11: 30-12 : 00 上小島公民館 上小島 後 1: 00-1 : 20 

下堀火の見下 下 堀後 1: 30-2 : 30 
2月8 9 
下本郷公民館 下本郷・東五加 1 : 40-2 : 15 

(水日) 
上堀公民館 上堀 3: 00-3 : 30 社会福祉センター中塩田J事業所 五 加 2 : 30-3 : 30 

上沢 公民館 上 沢前9: 30-10: 30 (水日) 八木沢公民館 八木沢 前9:30-10:30

岩下公民館 岩 下 11: 00-12: 00 舞田 公民館 舞 田 11 : 00-11 : 45 

大 屋公 民館 大 学海北集会室 学海北・南 後1: 15-1 : 45 

西里子竹公会堂 I西 里子 竹前9: 30-10: 00 中野公民館 中 里子 2 : 15-3 : 00 

岩門公民館 岩 門 | 10: 30-11: 30 柳沢公民館 相l y尺 前9: 30-10: 00 

笹井公民館 笹 井 後 1: 00-2 : 00 鈴子公民館 鈴 子 10: 30-11: 30 

2月8 3 
野竹公民館 里子 竹 2 : 30-3 : 30 

3月8 0 
中組公民館 中 組 後1: 00-2 : 00 

畑山橋機農産物集出荷所 畑 山 前9: 30-9 : 50 下組公民館 下 組 2 : 30-3 : 30 

( 日本) 伊勢山火の見下 {安 勢 山 10: 30-11: 30 (木日) 平井寺公民館 平 井 寺 前9: 30-10: 00 

告池プラスチック工均 f弄 勢 山 後 1: 00-1 : 30 奈良尾公民館 奈 良 尾 10:30-11:30 

神科新 屋 作業所 神科新 屋 2 : 00-2 : 30 東塩田老人集会場 石 神 後1: 00-2・00

金井公民館 金 弁 3 : 00-3 : 30 社会福tJI:センター西塩田J事業所 手 t家 前9: 30-10: 00 

山 口 公民館 山 口 前9: 30-10: 30 手塚公民館 手 t家 10:30-11:30 

大久保公民館 大久保 11 : 00~12 : 00 

3月8 1 

西塩田会館 塩田新町 後1: 00-2 : 00 

2由同H 8 h4 

金剛寺公民館 金剛寺 後 1: 30-2 : 00 十人公民館 十人 2 : 30-3 : 00 

長島自治会館 長島 2 : 30-3 : 30 幽臼 山田停留所 山 回 前9: 30-10: 00 

朝日が丘.サトウ商底前 朝日が丘 前9:初-10:00 上本郷公民館 上 本 郷 10 : 30-11 : 30 

須 川公民館 5頁 )11 10: 30-11: 00 東前山公民館 東 前 山
後1:EZ

三好 町会館 好 田T 後1: 00-2 : 30 西前山公民館 西 前 山 2 

受診票といっしょに保管しておきましょう



月日| 検診会場 | 対象地区 |検診時間 11月日| 検診会場

~ I五加公民館|五 加|前9: 30-11 : 30 1191.101宮島ガラス底前

~ 1下之郷公民館|下 之 郷 1 9: 30-11 : 00 11(月)1上川原柳公会堂

品|下之郷公民館分館|下之郷新田・桜 I 11: 15-11 : 30" 9 1上 田 明照会

横山作業所|横 山|前9: 3ο-10:0011月|鍛冶町会館

小泉区民会館|町 小 泉 1 10: 30-11 : 30 11百|愛宕町自治会長
1- ~ I"，. ，. . . ..1川kJl多国仁太郎さん宅駐車場

日向公会堂|日 向|後 1: 00-1 : 30 11ν'1'-

9 1和合消防庫前|和 合 1 2: 00-2 : 30 11 ~ 1泉町会館|泉 町 |前9:ω~配∞11月 1'" ~ --1 ." . 1 
月|岳の組公民館|岳の組、ひばりケ丘1 3: 00-3 : 30 11 12 1上常田公会堂|上 常 田 10: 30-12 : 00 

~ I入 組事務所|入 組|前9: 30-10 : 00 1晴|上回交通旧東駅|北常国横町 |後 1: 30-3 : 30 

開|室賀基幹集落セ ンター|中 組I10 : 30-11 : 30 I~ 稲 荷 神 社|北 大 手 |前9: 3日 0:00 

原 組事務所|原 組|後 1: 00-1 : 30 11月|南天神町公会堂|南 天 神田r1 10 : 30-11 : 30 
旧室賀支所|本組・上手組 1 2: 00-2 : 30 "日|鷹匠町公会堂 |鷹匠町・本町 |後 1: 00-2 :∞ 

I... ，~ '''~ ~~ ~""+ 1 ~. ~~ ~. ~^ 11附 1， ~ ~ ，~_ ~ A ~ 1 ，.__ L~_ ，__ 1 
下室賀生活改善センター|押切、池下、田中、神宮寺1 3: 00-3 : 30 11 ¥"'， 1上田高校同窓会館|松尾町、末広町、大手町 2: 30-3 : 30 

相 染 閣|分去、大場、院内|前9: 30-12 : 00 11 9 1産業通りピノキオ前 |産業通り|前9:30-10: 30 

日影公民館|上 手 |後1: 30-2 : 00 11月 |染屋公民館|染 屋 11: 00-12 : 00 

2 I野倉公民館|野 倉 1 2:必-3:ld首 |蛇沢作業所|蛇 沢|後 1: 30-2 : 30 

11仁 古田公民館|仁 古 田|前9:30-10:刈 幽|富士見台第 l公園前|富士見台13: 00-3 : 15 

以)1岡 公 民 館| 岡 1 10:45-11:1511 都合で検診できなかった人は、下記で受けて

越戸公民館|越 戸|後 1: 30-2 : 15 11 ください。

浦 野公民館!浦野・藤之木~必- 3 : 301110 1市豊殿支所
読売新聞社上回通信部庭|西脇・鎌原|前9: 30-10 : 15 11月|町吉田公民館

新 町 公会堂|新 町 1 10: 45-11 : 30 11日|下青木公民館|神

諏訪部公会堂|諏訪部・生塚 |後 1: 00-1 : 45 11(月)1上沢公民館

老人福 祉セ ンタ ー|泉 平 1 2: 15-3 : 00 1110 1東塩田老人集会場

常磐 町自治会館|常 鎗 町 |前9: 30-10 : 30 11月|西塩田会館

械北自治会館|城 北 111:00-12:0011日|相 染 閣

上回西武駐車場|北天神 町 |後 1: 30-3 : 00 11州市塩田前健康センター

緑が丘会館|緑が 丘|前9: 30-10 : 151110 1市川西支所|川

緑が丘 北区 会館|緑が 丘北 1 10 : 45 -11 : 30 11月|川西社会福祉セ ンター

緑が丘西区会館|緑が丘 西|後 1: 00-1 : 45 11日|泉田公民館|泉
1 .~ = 1 ~，. ~ ~. ~^ 11休.)1..， m ~~ ^ ，....1 

新屋会館|新 屋 2: 15-3 : 3011|川辺町会館 |川

下塩尻公民館|下塩尻|前 9: 30-10 : 15 11 三好 町 会館|城

上海尻公民館|上 塩 尻|配必-12:00 11背|南天神 町 公会堂|旧

農協秋 和出張所 |秋 和|後" : 30-3 : 3011 4 1鷹匠町公会堂

踏入公会堂|踏 入|前 9: 30-配 3011品|常国会館

常 国 会 館|中常国・下常国 1 11: 00-12 : 00 11 |働く婦人の家

働く婦人の家|材木町|後1: 15-2 : 30 11 新町公会堂

海野町公会堂|海野町袋町 1 3:∞-3 :ω11背|城北自治会館

旧日活繍駐車渇|原 町|前9: 30-10 : 00 11 5 1新屋会館

中部日本ビニール駐車場|丸 堀 1 10: 30-11 :ω11品|新田区民会館

小林ぬし庖横|木 町 |後 1 ∞-1: 30 11|鍛冶町会館

下紺屋町公会堂|下紺屋 町 2: 00-3 :ω|円61上塩尻公民館
引北小学校繍遊園 地 |新 田|前9: 30-10 : 15 1川J1農 協秋和出張所

~ 1上紺屋町公会堂 |上紺屋 町 10:45-11 :ω|同|金井公民館

正 |新田区民会館 i新田・柳田r1 9: 30-11 : 3011 ~ 1上野が丘公民館
日|日|

ち九IIIr 
I吻:割) I上房山公会堂 |上房山 1 11: 0∞0-11 : 3ω O 

受診栗といっしょに保管しておきましょう
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検診時間

後1: 00-1 : 45 

2: 15-3 : 30 

前9: 30-10: 00 

10: 30-11: 30 

対象地区

下川原柳町

上川原柳町

上鍛冶町・田町

鍛冶町

f& 1 : 00-2 : 15 町宕愛
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せ

ま

せ

ん

。
市
が
、
さ
ら
に
力

抗
U

を
入
れ
る
べ
き
も
の
は
何
だ
と
恩

i
，

い

ま

す

か

。
(
図
。
)

特

全
体
で
は
、
休
日
、

夜
間
診
療
対
策

〆
f

、、
、た

排

水

路

の
整
備
と
叶
合
え
て
い
ま
す
。

-

え

地

区
別
で
は
、
中
心
部
で
下
ぷ
道
の

-
つ
拡
張、

川
西
地
区
で
公
害
防
止
、
塩
田

口
同
臥
阜

地

区
で
消
的
省
保
潜
対
策
、
西
部
、
塩

「古

川
地
氏
で
公
国
、
緑
地
の
盤
備
と
答
え

一

て
い
ま
す
。

一

間

H
し
尿
処
理
場
、
焼
却
場
な
ど
の
新

一
期
築
に
際
し
て
、
市
は
関
係
住
民

日
の
皆
さ
ん
の
意
向
に
沿
う
よ
う
努

川
力
し
て
い
ま
す
が
、
市
の
対
応
に

ふ

つ
い
て
、
と
う
お
考
え
で
す
か
。

仰

も

っ
と
関
係
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け

柿

る
べ
き
だ

一間
%
、
関
係
住
民
の
怠
向

町

を
く
ん
で
お
り
似
重
で
よ
い

--0
・

一

%
と
答
え
て
い
ま
す
。

一

間

1
消
費
者
保
護
対
策
と
じ
て
何
を
望

日

み
ま
す
か
。

一

全
体
で
は
品
川
い
価
絡
て
入
手
で
き
る

農作
産 2
価 物 2
4各の ;I
安 主
定
施 ;、

策 i
を

問
H
今
後
の
農
業
の
振
興
を
は
か
る
た

め
、
ど
の
施
策
に
力
を
入
れ
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

全
体
で
は
、
農
産
物
価
絡
の
安
定
と

附
合
え
て
い
ま
す
。

問
H
H
今
後
、
さ
ら
に
、
商
業
を
発
展
さ

せ
る
た
め
に
は
、
ど
の
施
策
に
力

ーを
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

全
体
で
は
、
商
庖
街
の
道
路
や
駐
車

場
な
ど
の
鐙
備
、
大
型
庇
と
地
元
商
日

街
と
の
共
存
共
栄
と
答
え
て
い
ま
す
。

間
H

義
務
教
育
に
つ
い
て
、
何
を
一
番

望
ん
で
い
ま
す
か
。
(図
⑨
)

全
体
で
は
、
通
学
路
の
安
全
対
質

通
学
区
の
適
正
化
と
答
え
て
い
ま
す
。

間
H

あ
な
た
は
現
在
、
余
暇
時
間
を
ど

の
よ
う
に
す
ご
し
て
い
ま
す
か
。

全
体
で
は
、
の
ん
び
り
休
養
す
る
、

組
味
を
楽
し
む
と
答
え
て
い
ま
す
。

年
代
別
で
は
、
若
年
層
は
、
ス
ポ
ー

ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
高
年
層
は

趣
味
を
楽
し
む
、
の
ん
び
り
休
廷
す
る

と
答
え
で
い
ま
す
。

問
H
H
社
会
教
育
、
文
化
面
に
お
け
る
施

設
整
備
や
活
動
に
お
い
て
、
充
実

す
.べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
は
何

で
す
か
。
(凶
⑤
)

全
体
で
は

、
児
童
胞
設
、
ス
ポ
ー

ツ
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン
施
設
と
答
え

老
人
・
児
童
福
祉
の
充
実
を

意向調査(アンケート)地区別回収率

地 区 別 配布数 |叶収数 r~収率

東部、南部、中央、北部 370 211 57.0% 

西部、塩尻 198 117 59.1 

城下、川辺、泉田 263 147 55.9 

神川、神科、豊殿 328 186 56.7 

庖 回 243 148 60.9 

)11 西 148 76 51. 4 

未 至IJ 達 31 

止口h 1，519 885 58.3 

ハい

以川町

な

E
ら
ー

さ
A
U

す

ォ

やみ住の市田上

間
H
福
祉
対
策
で
は
、
ど
の
点
に
カ
を

入
れ
た
ら
よ
い
で
す
か
。
(図
⑥
)

全
体
で
は
、
老
人
福
祉
と
答
え
て
い

ま
す
。
年
代
別
で
は
、

二
十
歳
代
は
、
生
活

保
護
対
策
、

低
所
得
者
対
策、

J
-

卜
歳

代
は
、
児
童
福
祉
、
問
ト
か
ら
六
卜
歳

代
は
、
老
人
福
祉
と
答
え
て
い
ま
す
。

間

1
保
育
行
政
に
つ
い
て
何
を
望
み
ま

す
か
。

全
体
で
は
、
保
育
所
施
設
の
整
備、

長
時
間
保
育
の
拡
充
と
答
え
て
い
ま
す
。

地
区
別
で
は
、

城
下
、
川
辺
、
泉

問
、
神
川
、
神
科
、

豊
殿
地
区
で
施
設

整
備
、
中
心
部
で
乳
児
保
育
と
答
え
て

い
ま
す
。

問
H
H
老
後
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い

と
思
い
ま
す
か
。

全
体
で
は
、
組
味
を
生
か
し
て
楽
し

み
た
い
、
働
け
る
だ
け
働
き
た
い
と
答

え
で
い
ま
す
。

性
別
で
は
、
別
性
は
働
け
る
だ
け
働

き
た
い
、
女
性
は
挫
味
を
生
か
し
て
裂

し
み
た
い
と
答
え
て
い
ま
す
。

間
H

計
画
的
に
公
共
施
設
や
道
路
、
広

場
な
ど
の
整
備
を
す
す
め
る
た
め

に
、
個
人
的
権
利
と
全
体
の
福
祉

と
の
利
害
対
立
は
ど
う
し
て
も
さ

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
つ

い
て

図⑧

道路交通網の整備図⑮生活環境の整備図⑥

保健医療機関の整備



ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

全
体
で
は
、
地
域
内
の
問
題
と
し
で
、

地
域
内
で
し
ゅ
う
ぶ
ん
話
し
合
う

べ
き

で
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

間
H

上
田
市
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
方
面
に
重
点
的
施
策
、
整
備

を
な
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

(図
⑥
)

全
体
と
し
て
、
道
路
網
の
整
備
、
消

従
者
保
護
対
策
、
社
会
福
祉
の
充
実
と

答
え
て
い
ま
す
。

A
U
1
 

U
U
 

E
1
 

0
0
 

庁
作

T
Au-

P
「
U

T
京
q

，

刀
円一

上
田
市
長
期
基
本
構
想
と
は
地

U
-方
自
治
法
に
基
づ
い
て
、
市
民
の
皆

一
さ
ん
と
市
と
の
信
頼
関
係
を
基
に
、

崎
市

4

調
和
の
と
れ
た
生
活
環
境
と
都
市
機

、た

能
の
充
実
を
は
か
り
、
や
す
ら
ぎ
と

-
え
生
き
が
い
の
も
て
る
ま
ち
。
つ
く
り
を

お

同
指
す
「
都
市
基
盤
の
整
備
」
「
生

時

活
環
境
の
整
備
」
「
産
業
の
振
興
」

日
可

内
物
ロ
便
年
郵
幻
極
和
3

口
汚co 

n司
d
ワ
t第

上
団
長
期
基
本

矯
想
と
は

「
教
育
文
化
の
振
興
」
「
社
会
福
祉

の
充
実
」
「
同
和
対
策
の
推
進
」

「
行
財
政
運
営
の
合
理
化
」
「
地
域

社
会
づ
く
り
の
推
進
」
の
八
つ
の
柱

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

同
構
想
の
具
体
化
は
、
同
構
想
に

基
づ
く
基
本
計
画
、
実
施
計
画
に
よ

り
事
業
を
進
め
、
六
十
年
を
目
途
に

同
構
想
の
実
現
を
日
指
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の

意
見
要
望
を
集
約

後
期
基
本
計
画
に
反
映

問
題
と
し
て
、
地
域
内
で
じ
ゅ

う
ぶ
ん

に
話
し
合
い
、
お
互
い
に
理
解
を
求
る
こ

と
に
よ
り
、
連
帯
責
任
と
協
調
性
の
あ
る

社
会
を
つ
く
り

f
め
た
た
か
い
心
の
ふ
れ

あ
う
ま
ち
、
つ
く
り
ん
を
推
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
食

重
な
ご
意
見
や
ご
要
望
は
、
後
期
基
本

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
そ
の
主
旨
に

沿

っ
て
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「市
長
と
語
る
会
」
「
市
民
ま
ち
。
つ

く
り
意
向
調
査
」
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

施
設
の
整
備
拡
充
に
対
す
る
要
望
が

多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
三
れ
ら

の
護
備
拡
充
を
す
す
め
る
に
あ
た

っ

て、

個
人
の
権
利
と
公
共
と
の
利
害
関

係
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
問
題
は
地
域
の

学校教育環境図⑮

1生 問 よ L、普 通 わるい わからない

l 土 地事情 21.2% 60.8% 11.1 % 6.9% 

2 道路整備 8. 7 40.6 49.5 1.2 

3 交通安全 11. 8 59. 7 25.4 3. 1 

4 公園、緑地、子供の遊び場 8.3 33.8 53.6 4.3 

5 消校生活 21. 1 61. 9 14.7 2.3 

6 生活の便利 さ 30.6 44.0 24.8 0.6 

7 人間関係 28.6 59. 1 10.1 2.2 

8 ゴミ ・し尿の収集 42.1 46.3 10.6 1.0 

9 公害対策 19.5 52.8 22. 1 5.6 

10 自然環境 33. 1 47.8 17.5 1.6 

11 医療、保健の便利さ 24.5 51. 1 21. 8 2.6 

12 雇用の機会 4.2 40.2 27.8 27.8 
一ーー‘

13 祭り 、催し物 20.5 57.0 12.3 10.2 

14 学 校教育 18.9 57.9 6.9 16.3 

社会教育 21. 4 51. 7 10.8 「五:「
'f16 

← 
芸術・文化環境 7.2 46.8 25.6 20.4 

17 スホーツ、レク リエーション 14.4 44.4 32.3 8. 9 

18 社会福祉 20. 7 50.6 15. 7 13.0 

図f宮 市の発展を図る重点施策 図⑥ 福祉対策

上田市の「住みやすさ」回答状況

配
劃
省
工
ネ
に
パ
ス
電
車
を
利
用

「
、
、

「

噌
ミ
伽
刀
司
当

ま
た
、
月
比
聞
の
利
同
者
は
、
老
人
、

財
人
、
子
供
が
多
い
の
で
、
乗
降
が
楽

に
で
き
る
よ
う
、
パ
ス
の
ス
テ
y

ブ
を

小
中
学
生
の
皆
さ
ん

応
募
し
よ
う

ア
イ
デ
ィ
ア



業

師

興

f

産
振
明
記

生活環境施語

り
事
業
を
進
め
、
六
卜
年
を
阿
途
に

同
柿
恕
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

n
h
u
 

n
ヨ
司
/
第一

今
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
は
、
世
界

ト
的
な
課
題
と
な
る
と
と
も
に
、
わ
た
し

則
前
た
ち
の
身
近
か
な
問
題
に
も
な
っ
て
い

問
問
…
ま
す
。

年
郵
柳
川
一
市
で
は
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
マ
イ

川
川
市
カ

l
の
向
粛
を
促
進
す
る
た
め
、
公
共

一

交
通
機
関
を
見
直
す
と
と
も
に
、

利
用

一

し
や
す
く
し
、
電
車
、
パ
ス
の
利
用
客

だ

の
拡
大
を
図
ろ
う
と
、
七
月
九
日
、
十

-え

日
の
両
日
、
上
国
交
通
の
電
車
、
パ
ス

ー

千
曲
パ
ス
、

川
中
島
パ
ス
の
沿
線
利
用

4

者
と
運
行
会
社
あ
わ
せ
て
約
四
十
名
の

ロ
同
肌
幸

参
加
を
い
た
だ
き
「
交
通
問
題
懇
談
会
」

広

を
開
き
ま
し
た
。

一

話
し
合
い
で
は
、
買
物
回
数
券
に
関

一

す
る
意
見
や
要
望
、
自
転
車
置
場
の
設

口
u市-

日
川。。年

必は

τ
ph
d
 

円
H
M

f

本
町

刀
ロ
円

M
M

p
h
d
 

配
到
省
エ
ネ
に
パ
ス
電
車
を
利
用

安
い
一
買
物
岡
数
券
発
売

〈交
通
問
題
懇
談
会
開
く
〉

買
物
回
数
券
と
は

買
物
凶
数
券
と
は
、
比
較
的
利
用

者
の
少
な
い
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
の
運
行
時
間
帯
を
、
料
金
を
割
り

引
い
て
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
発
行
し
て
い
る
乗
車
券

で
す
。

(利
用
で
き
る
時
間
〉

パ
ス
を
降
り
る
時
は
、
午
前
十
時

置
、
料
金
問
題
、
運
転
手
の
マ
ナ
ー
な

ど
、
具
体
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

利
用
促
進
に
役
立
つ
話
し
合
い
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
話
し
合
い
は
次
の
と
お

り
で
す
。

回
数
券
の

販
売
方
法
を
検
討

質
問

1
回
数
券
の
利
用
を
促
進
さ
せ
る

た
め
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

の
団
体
に
発
売
を
依
頼
で
き
な
い
か
。

窓口

H
H
回
数
券
の
発
売
方
法
は
、
今
後
検

討
し
て
行
く
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て

団
体
発
売
も
考
え
た
い
。
そ
の
団
体

に
は
補
助
金

(約
四

%
)
を
出
す
こ

か
ら
、
パ
ス
に
乗
る
時
は
、
午
後
四

時
ま
で
が
利
用
で
き
る
時
間
で
す
。

〈割
引
率
〉

通
常
料
金
の

二
割
引
き
。

〈取
扱
交
通
機
関
〉

上
回
交
通
パ
ス
、
千
曲
自
動
車
、

川
中
島
自
動
車
の
運
行
路
線
全
線
。

〈乗
車
券
発
売
場
所
)

各
交
通
機
関
営
業
所
。

活発な意見交換が行われた支通問題懇談会

と
主
考
え
て
い
る
。

質
問
H
団
体
で
購
入
し
た
場
合
、
個
人

に
配
布
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、

実
質
利
用
期
聞
が
短
縮
さ
れ
て
し
ま

λ
ノ
。

答
H
H
個
人
に
届
く
ま
で
の
時
聞
を
考
慮

し
、
実
質
的
に
三
か
月
利
用
で
き
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

質
問
H

買
物
回
数
券
の
発
売
場
所
や
利

用
時
間
の
周
知
を
徹
底
さ
せ
て
ほ
し

窓口

H
早
急
に
車
内
な
ど
に
広
告
を
だ
し

徹
底
さ
せ
る
。
ま
た
、
各
社

(上
国

交
通
、
千
曲
パ
ス
、

川
中
島
パ

ス
)

の
パ
ス
が
共
通
し
て
い
る
区
間
は
、

共
通
の
回
数
券
を
発
行
し
、
年
内
に

ど
の
パ
ス
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
る
。

ま
た
、
畳
間
の
利
用
者
は
、
老
人
、

財
人
、
チ
供
が
多
い
の
で
、
乗
降
が
楽

に
で
き
る
よ
う
、
パ
ス
の
ス
テ
ッ
プ
を

二
段
か
ら
三
段
に
切
り
併
え
て
い
く
。

自
動
両
傍
機
の
普
及
を
進
め
た
い
な
ど
、

パ
ス

、
電
車
を
利
用
し
や
す
く
す
る
改

善
が
会
社
側
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

車
の
流
れ
を
良
く
す
る
た
め

通
勤
時
間
帯
の

拡
大
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う

各
企
業
や
市
民
み
ん
な
の
協
力
に
よ

っ
て
、
勤
務
時
聞
を
三
十
分
程
度
繰
り

あ
げ
る
か
、
繰
り
さ
げ
れ
ば
、
通
勤
時

間
帯
の
渋
滞
が
緩
和
で
き
パ
ス
の
運
行

が
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

自
動
車
通
勤
者
の
イ
ラ
イ
ラ
や
、
む
だ

な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
も
解
消
で
き
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
も
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
、

と
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

交
通
渋
滞
の
緩
和
の
た
め
、
市
で
は

国
道
上
田
バ
イ
パ
ス
の
建
設
、
小
牧
橋

下
過
橋
の
架
橋
促
進
を
図

っ
て
い
ま

す
が
、
実
現
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
聞

が
か
か
り
ま
す
。
現
段
階
で
は
、
こ
の

渋
滞
緩
和
を
阿
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
に

よ
る
マ

イ
カ

ー
利
用
の
自
粛
や
、
通
勤
時
間
の

変
更
な
ど
、
省
工
、
不
ル
ギ
l
対
策
を
含

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
ち
検
討
し

て
行
く
考
え
で
す
。

小
中
学
生
の
皆
さ
ん

応
募
し
よ
う

ア
イ
デ
ィ
ア

貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル

資

格

H
小
学
生
。
中
学
生
。

作
品
規
定
H

①
材
料
は
自
由
②
大
き

さ
は

一
辺
が

二
十
五
セ
ン
チ
日
以

内
③
未
発
表
の
も
の
④

一
人
一
点
。

応
募
方
法
H
H
通
学
し
て
い
る
学
校
を

と
お
し
て
、
最
寄
り
の
郵
便
局
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

締

切

H

九
月
十
四
日
幽

賞
H

金
賞
十
J

一点
。
銀
賞
百
点
。
銅

賞
約

一
千
点
。
努
力
賞
約
三
千
点
。

お
問
合
せ
H

信
越
郵
政
局
広
報
係

(
宮
長
野

O
二
六
二
⑫

O
二一-二

内
線
三
二
三
)

毎
月
幻
自
は
「
ふ
み
の
日
」

近
況
報
告
や

夏
だ
よ
り
を
出
し
ま
し
ょ
う

肉
筆
の
手
紙
は
、
た
と
え
数
行
で

あ
っ
て
も
、
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を

感
じ
ま
す
。

郵
便
局
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
父
母

や
友
、
恩
師
な
ど
と
、
ハ
カ
き
や
予

紙
を
と
L

訂
し
て
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め

て
い
た
だ
こ
う
と
、
毎
月
二
十
J-
H

を
「
ふ
み
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

み
ん
な
で
近
況
報
告
や
亙
だ
よ
り

を
だ
し
ま
し
ょ
う
。

ごふ
る
さ
と
を

ふ
と
ふ
り
か
え
る

ふ
み
の
日
に
H
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お知もせ

ロ岡山
F

土
￥
宇ょ
に
仇
ゆ
議
必

一
、
ず

f
&

m

w

+
じ&周・
*
?
J命
包

肝
醐

4

イ
除
紗
也

e

年

鄭

』

1
A
U

…
…
…
川
互
の
夜
、
チ
供
た
ち
が
楽
し
む
「
花

J
¥
火
遊
び
」
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

一

こ
の
楽
し
い
花
火
も
ち
ょ

っ
と
し
た

一

不
注
意
か
ら
、
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が

一

り
ま
す
。
昨
年
も
、
花
火
遊
び
に
よ
る

号

火

災

が

発

生
し
ま
し
た
。

乃

花

火

に

よ
る
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う

第

次

の

こ

と

を

守

っ
て
楽
し
い
花
火
遊
び

ヤ

か

沢

キ

左

滝

森
t

の

た

う

生

町
民

し

行

学

届
市

ま

を

小

品
の

れ

ト

の

凶
例

わ

ツ

元

山
一
恒
行
力
地

一
、
が
プ

町日

き

一

長

日

開

テ

市

叩月
場
は
井
長
…

?
プ
真
石
育
…

ン
写
ら
教
…

え

花
火
は
大
人
と
緒
に
あ
げ
ま
し
ょ
う

つ796号-

Fな 、li

っす古11
Q て る故
三福皆正
: 111: ささ
事メしれ
務はま
所ー 、し
本土印 介
会鑑 64
謀をで

l::-:お
窓侍次
r 1ちに
10 1こ3京

ー
、
大
人
と

一
緒
に
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

2
、
花
火
を
人
や
家
に
む
け
た
り
、
燃

え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

3
、
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
良

く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

4
、
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

5
、
本
を
必
ず
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

6
、
吹
き
出
し
、
打
上
げ
な
ど
筒
物
花

火
は
、
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒
を

の
ぞ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

7
、
花
火
を
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

8
、
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
一
度
に
火
を

つ
け
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

H
H
:
・
川
帆
等
内
税
族

(
叔
父
、
収
付
、
お

い
、
め
い
)。
た
だ
し
、
第
一
a
F
1
柄
引
い
ハ
は

生
計
関
係
の
あ

っ
た
人
が
先
順
位
。

9
、
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

一
て
ん
ぷ
ら
な
ど
一

一
揚
げ
も
の
に
一

一
注
意
し
よ
う
一

八
月
は
、
お
盆
な
ど
の
た
め
、
各
家

庭
で
H

て
ん
ぷ
ら
H

な
ど
揚
げ
も
の
を

す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

最
近
、
て
ん
ぷ
ら
な
ど
揚
げ
も
の
に

よ
る
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
を
守
り
、
大
切
な
財
産
を
失

う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
ヨ
。

• 

l
、
揚
げ
も
の
中
は
、
絶
対
に
H

な
べ
H

か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

2
、
電
話
や
来
客
の
応
対
の
時
は
、

必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
に
し
ま
し

ょ

よノ
。

3
、
揚
げ
も
の
を
す
る
と
き
は
、
万
-

に
備
え
て
消
火
器
や
ぬ
れ
ぞ
う
き
ん

な
ど
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
お
盆
に
は
、
ロ

l
ソ
ク
、
線

香
の
火
に
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し

ト
品

λ
ノ。

一

夏

休

み

一

一
親
子
映
画
会
一

〈と
き
・
と
こ
ろ
〉

八
月
九
日
肘
午
後
七
時
-二
十
分
か
ら
、

東
塩
田
小
学
校
体
育
館

八
月
十
日
働
午
後
七
時
4

4

-

ト
分
か
ら

凶
塩
田
小
学
校
体
育
館

八
月
卜

一
日
川
午
後
仁
川
7
-
十
分
か
ら

中
塩
川
小
学
校
体
育
館

〈内

容

〉

大
雪
山
を
汗
対
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

る
「
オ
オ
カ
ミ
」
と
「
ク
マ
」
の
対
決

の
H

牙
王
H

で
す
。
(
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ

ン
マ
ン
ガ
)

〈料

金

〉

ト
山
下
生
以
上
-
人
今
川
-h
卜
川
。

小
ι子
生
以
下
匝
川
料
。

〈入
場
券
領
布
方
法
〉

各
地
区
の

P
T
A
役
は
の
お
宅
に
あ

り
ま
す
の
で
、
お
求
め
く
だ
さ
い
。

〈お
間
合
せ
~

塩
出
地
区
鋭
と
子
の
映
画
会
実
行
委

員
会
(
塩
町
公
民
館
内
宮
⑮

-
1
0
0
0

有
線
-
一
0
4
問
)

建
物
火
災
共
済
に

加
入
し
よ
う

〈農

業

共

済
〉

農
家
の
皆
さ
ん
、
家
屋
や一
家
財
を
版

に
し
て
し
ま
う
火
災
に
備
え
て
、
州
民
業

共
済
の
ぜ
物
火
災
比
ハ
ャ
併
に
加
入
し

・$6
1
1
L
V
L
i
，・
1'

定

員

H
U
川
刀
久
訂
作
ぃ
ハ

U
H
ζ

受
講
料
H

川

.
千
川
t

申
込
先
・
お
閉
会
せ
H
必
ず
米
航
し
て

最
近
、
油
な
べ
の
過
熱
に
よ
る
火
災

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
万
.
に
そ

な
え
て
あ
な
た
も
火
災
共
済
に
加
入
し

中広

l
v
よ・
7
0

〈対

象

〉

農
業
を
営
む
皆
さ
ん
が
、
日
ん
で
い

る
家
、
ま
た
は
持

っ
て
い
る
住
宅
、
上

蔵
、
納
屋
、
貸
家
、
ア
ハ

l
ト
な
ど
て

す
。〈掛

金

〉

百
万
円
当
り
、
.
子
て
百
円
で
、
松

高

一
一煉
A

一千

i
百
万
円
ま
で
加
入
で
き

ま
す
。

〈期

間

〉

掛
金
払
込
み
日
の
午
後
四
時
か
ら
翌

年
同
日
の
午
後
問
時
ま
で
の
-
か
年
で

掛
金
は
掛
捨
て
で
す
。

ヘ加
入
方
法
・
お
問
合
せ

い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
農
業
共
済
課

(
宮
⑫
問

-
0
0

内
線
二
一-
一八
有
線
②

O
七
六

O
)
か
塩

田
支
所

(
宮
⑬・

1
0
0
0
)、
川
両
支
所

(
宮
⑪

-JOOaa
)
へ
ご
相
談
く
だ
さ

戦
没
者
遺
族
の
皆
さ
ん
の

特
別
弔
慰
金
支
給
拡
大

早
目
に
手
続
き
を

一
帆
山
叫
行
な
と
の
ゆ
ぽ
肢
の
符
さ
ん
を
付

抗
駅

C
V
A，
.
、
「
持
川
山
削
ロ
ポ
μ
尉
、
も
丸
々
ぺ
一
川
也
、
が

場原
荷内稿
期 量
間 11

11 九!
jし fl

) J '/; 

11 ));，l 
か 制
ム Jfl
l' ~i~ 
) J /.L 
f'i 

1: 1 '1 



花
火
に
よ
る
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う

次
の
こ
と
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火
遊
び

〔

戸

1ν
宰
9
1レ
レ
ム
r
-
4
ノ
。

~

お
改
正
さ
れ
ま
し
と
の
て
、
次
に
該

日
中
ー
す
る
皆
さ
ん
は
、
印
鑑
を
わ
川
町
ち
に

%
な
っ
て
制
祉
が
均
所
社
会
諜
(
後
九
ハ
山

ウ
t第
許
)
で
子
就
き
し
て
く
だ
さ
い
。

一

対

象

者

ゾ

一

附
和
六
年
九
川
卜
八
け
(
満
州
事
変
)

一

以
後
の
死
亡
省
の
公
務
扶
助
料
、
遺
族

」
/
年
令
を
交
け
て
い
た
が
、

μ
卜
年
間
月

m
A
U
e

バ
ハ
か
ら
五
卜
問
年
同
月
-
円
の
聞
に

ω…
権
利
が
な
く
な

っ
た
人
、
お
よ
び
、

向

年
郵
仰消

日
以
後
の
死
亡
省
の
身
分
が
判
任
文
{
阿

川
W
(
-
r
ん
陸
海
軍
の
巡
査
、
技
子
、
従
軍
文

一

六
)
な
ど
の
人
で
、
公
務
扶
助
料
な
ど

一

を
受
け
る
権
利
の
な
い
人
。

だ

(支
給
順
位
〉

-え

第

.1
弔
慰
金
受
給
権
者
。
第
二
H
H

}

チ
。
第
二
-H

父
母
。
第
川
H
H
係
。
第

μ

H
机
父
母
。
第
六
H
兄
弟
姉
妹
。
第
ヒ

ロ
同
院

会
学広円

μ
吋

E
i
H川oo 

aL
十Aq
 

戸

h
d
z
f
 

刀
口

円
/

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

8
、
た
く
さ
ん
の
花
火
に

一
度
に
火
を

つ
け
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

-
一
線
等
内
親
族
(
叔
父
、
叔
母
、
お

い
、
め
い
)
。
た
だ
し
、
第
一
--1
第
六
は

午
.
計
附
係
の
あ
J

た
人
か
先
順
位
。

第
じ
は
、
.
年
以
上
、
死
亡
省
と
生
川

関
係
の
あ

っ
た
人
。
こ
の
う
ち
葬
祭
を

行

っ
た
人
が
先
順
位
。

〈支
給
額
・
期
間
〉

死
亡
省

一
人
当
り
卜
-一
万
円
(国
債
)。

五
十
五
年
六
川
卜
丘
H
か
ら
六
十
年
六

月
十

μ
日
の
問
、
毎
年
六
月
十
-九
日
に

4

一万
円
づ
っ
支
給
し
ま
す
。

〈手
続
期
間
〉

μ
卜
じ
年

μ
片
じ
H
ま
で
で
す
が
、

対
象
者
は
で
き
る
だ
け
八

H
A--
卜

一
日

ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

〈お
問
合
せ
〉

福
祉
事
務
所
社
会
諜
(
宮
⑫
問

一
O

O
内
線
二
七
八
有
線
②

O
八

O
こ

と

‘. z:r 
8月14日ω

大屋橋と大石橋の間

し

大

涜燈龍

花火

と

き

1
八
月
十
川
H
W
午
後
じ
時
か

‘り
。

と
こ
ろ
リ
レ
ハ
足
柄
と
大
石
橋
の
聞
の
千

曲
川
河
川
敷
。

内

容

H
H
約
二
百
個
の
燈
能
(
と
お
ろ

う
)
を
千
曲
川
に
流
す
と
と
も
に
、

大
、
小
花
火
の
打
%
あ
げ
と
仕
掛
け

花
火
を
行
い
ま
す
。

川止
の
併
の
ひ
と
と
き
、

川
面
に
燈
を

映
し
な
が
ら
ゆ
ら
ゆ
ら
流
れ
る
燈
簡
と

仮
空
を
色
ど
る
花
火
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
、
皆
さ
ん
お
誘
い
あ

っ
て
お
で
か
け

く
だ
さ
い
。

〈料

金

〉

小
学
生
以
上

一
人

二
百
五
十
円
。

小
学
生
以
下
無
料
。

ま共に
しj斉し
ょので

フ"し
。建 ま
物う
火火
災災
共に 3
j斉備 E
え-'1

にで 3
bD 、県
人農 t
し業 J:J

象 一一ー
と戦
し ì~
た名
、、 f乍

持ど‘ 旦

目3 白
雪辰に
，v.σコ ニド

3雪傘
!主人 c 

zhご

定

員

l
男
女
各
A

ハ名。

原
稿
量

1
問
自
字
詰
原
料
問
紙

受
講
料
H
H
月

一

千

円

。

内

。

一

片

H
J

一
申
込
先
・
お
問
合
せ

1
必
ず
米
航
し
て

受
付
期
間

1
九
川
，

H
か
ら
卜
川

-fr

一

#

室

、

ヌ

一

一

FI
1

・

一

申

込

ん

で
く
だ
さ
い

o
k
川

市

勤

労

-

け
ま
で
、
中
!
日
消
印
む
効

一
青

少

年

ホ

i
ム

の

一

青

少

年

ホ

|

ム

(
宮
⑫
ヒ
a

じ
)

応
募
方
法

1
①
住
所
、
氏
れ
で
す
が

一
各

種

講

座

の

生

徒

一

サ

他

H
定

員

に

な

り

次

第

締

切

り

ま

れ

れ

M
U
U
U
M
M
U
M

い

対

象

H
m
歳
ま
で
の
働
く
青
少
年
。

一

一

だ

さ

い

。
②
応
募
作
品
は
、
未
発
表

V
着
物
着
付
教
室
企

一
新

有

権

者

の

一

の

も

の

と

し

ま

す

。
③
作
品
は
お
返

期

間

H
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
。

一

一

し

し

ま

せ

ん

。
④
人
選
作
品
は
、
主

コ
l
ス

H
Gコ
ー
ス
。
木
附
コ
ー
ス
。
一

感

想

文

一

催

者

に

胤

し

ま

す

。
⑤
感

想

文

芸

定

員

H

各
コ
l
ス
と
も
ト
-
一名
。

一

一

を

知

っ
た
媒
体
名
(
新
聞
、
ラ
シ
オ

受
講
料
H
A
a千
円

(
J
-

か
片
分
)

資

格

1
昭
和
:
一十
川
年

-
H
a川
か

テ

レ

ビ

、

市
広
報
な
ど
)
を
記
入
し

V
ダ
ン
ス
教
室
企

ら
同

L
卜

μ年
十
二
月
:
4ト

一
H
ま

で

く

だ

さ

い

。

期

間

U

九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
。

で

に

生

ま
れ
た
人
。

応
募
先

・
お
問
合
せ

H
K
山
市
選
準
符

定

員

H
H
男
ル
メ
各
A

一卜
名
。

内
容
と
標
題
H
H
新
有
権
者
と
し
て
の
感
理
委
員
会
(
大
子

-
|

一
-
|

受
講
料
H
H

一
千
丘
百
円
(
問
か
月
分
)
惣
、
ま
た
は
選
挙
を
経
験
し
た
こ
と

宮
⑫
問

4
0
0内
線
五
ヒ
-
)

V
生
け
花
教
室
企

な
ど
に
よ
り
、

地
万
山
治

や

国

政

へ

賞

H
H
抗
優
秀
賞
e

篇

μ
万
円
。
人
抗

μ

期

間

H

九
H

円
か
ら
:
.
円
ま
で
。

の

参

加
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
。

篇
各
:
-
万
円
。佳
作
符
ド
各
-
万
川
J

くらしを守るあなたの国民年金

⑫ 

福祉年金を受けている人は

年金証書を提出してください

( 8月中に民生委員さんへ〉

70歳以 1-_の人と附答将で福祉年金を受けている人は、

8 )~中に年金制: Ig:を以'1=委W(国民年金委wさんを
とおして市役所へ提，'1'，してください。
福祉年金Ij:、 ー定額以上の所得があったり、 i也の公
的年金を受けている人はl白l年金を受けられないことが
あります。

この調査のため、毎年8tJに同年金対象者の所得調
査とあわせて、他に忠給や年金を受けている人に!行が、

「公的年金受給状況申し立て」のハガキを送りますの

で、正確に記入して徒出してくださし、。

8月分の福祉年金は、 1111(1:)から郵便局で支払L、ま

すのでできるだけ小〈年金を受けとり、以生委tl([主l
民年金委w さんへ同年金証占を提出してください。
問証占の1"1収lま、地l足の民生委員 (国民年金委w
さんが8) 120fllHlから311.11おまでに行いますのでこ協

})をお願いします。

サラ リーマ ンの奥さんも

国民年金に加入 しよ う
サラリーマンの奥さんの国民年金への加入は任怠で

すが国民年金に加l人すると、老齢年金、問答年金など

を叉・けることができます。また、ご主人に万ーのこと

があったI劫合、 i母f-iIミてをが支給されます。(ただし 18

歳未満の子供がいる場合です)

サラリーマンの奥さんも、豊かな老後のために、い

ざというIIfのために、ぜひ国民年金に加入しましょう
子続きは、市役所喝附[五If~:ド金沫か、寝間 ・ 川州・

~椴の各支所ヘ~jl鑑をむnちになって申し出でくださ

いお問合せ=[五If*q;- -:'t.，;~ (ft⑫4100内線284)
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基本的

えつ

理解のために

同和問題を考える 1 

ロ
同
阻
+
怠
+
広日

可
抑
制

(六
月
三
十
日
現
在
)

問
問
次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
-
勺
れ
ま
し
た
。

酬
制
つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
折
り
い
え

一

し

ま

す

口
一門

戸

h
u
Q
J
 

司

t第

佐
藤
以
久
さ
ん

福
崎
明
治
さ
ん

渡
辺
一
夫
さ
ん

中
央
西
一
丁
目
(
下
紺
屋
町
)
七
一

出

崎

勝

巳

さ

ん

院

内

八

O

平
原
義
虎
さ
ん

小

井

田

七

四

五
味

突
き
ん

ヲ16日

口
宵

分五

去加

こ
れ
ま
で
に
、
差
別
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
起
き
た
自
殺
な
ど
の
悲
劇
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
、
同
和
教
育
を
正
し
く
受

け
て
い
な
か

っ
た
人
た
ち
で
す
。

一
方
、
同
和
教
育
を
受
け
た
り
、
解
放

運
動
に
か
か
わ

っ
て
い
る
人
は
、
差
別

問
題
が
あ

っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
解
決
し

て
い
ま
す
し
、
差
別
を
は
ね
の
け
る
力

を
も

っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
般
の
人
も
、
正
し
い
同
和
教
育
を
受

け
て
い
れ
ば
、
同
じ
人
聞
を
悲
劇
に
追

い
込
ま
な
い
で
も
す
む
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
ね
た
子
を
起
す
な
」

的
な
考
、
ぇ
方
は
、
現
実
的
で
な
い
こ
と

が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

今
日
、
「
ね
た
子
を
正
し
く
起
こ
せ
」

八
一
六
九

中
央
北
二
丁
目

(新
田
)

清

水

輿

司

さ

ん

森

手

塚

玉

江

さ

ん

金

剛

寺

河

井

政

由

き

ん

染

屋

佐
野
静
江
さ
ん

中
央
四
丁
目

(木
町
)

有
川
千

代

子

さ

ん

浦

野

片
山

勝

き

ん

中

野

竹

内

利

明

さ

ん

中

野

小

林

葬

つ

子

さ

ん

小

泉

春

原

昌

清

さ

ん

仁

古

田

足
立
マ
ス
き
ん

中
央
三
丁
目

(木
町
)

岡
田
フ
テ
さ
ん

材
木
町

一
丁
目
(
材
木
町
)

佐
々
木
ケ
サ
さ
ん

新

屋

と
い
う
考
、ぇ
方
は
、
法
的
に
も
理
論
的

に
も
、
ま
た
社
会
的
に
も
正
し
い
と
さ

れ
、
こ
の
考
え
方
に
立
っ
て
、
国
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

部
落
の
実
態
と

差
別
の
姿

部
落
差
別
は
上
田
市
で
は
ど
ん
な
形

で
起
き
て
い
ま
す
か
。
差
別
事
象
は
い

っ
た
い
ど
う
い
う
時
に
起
こ
る
で
し
ょ

よ
ノ
カ私
た
ち
の
身
め
ま
わ
り
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
差
別
事
象
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
、
日
常
の
生
活
の
中
で
は
あ
ま
り
表
に

出
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
問
題
も
利
害

六六五七
二 0 四 O

八七七八六五
三六九一八五

竹
下
け
さ
み
さ
ん

滝
沢
房
雄
さ
ん

中
央
五
丁
目

(
上
房
山
)

降
旗
さ
い
さ
ん

大
手
二
丁
目

(大
手
町
)

赤

岡

定

五

郎

き

ん

伊

勢

山

香
山
弘
幸
き

ん

染

屋

北
条

け

さ

よ

さ

ん

三

好

町

林

長

治

さ

ん

奈

良

尾

上

原

利

昌

さ

ん

下

郷

宮

島

要

さ

ん

岩

門

若

林

益

夫

さ

ん

中

野

太

田

マ

ス

エ

さ

ん

十

人

小
坂
井
志
め
さ
ん

中
之
条

沓

掛

信

さ

ん

上
塩
尻

佐
藤
吉
川
穫
さ
ん

中
之
条 屋

が
か
か
わ

っ
て
く
る
と
、
差
別
事
象
と

な
っ
て
現
わ
れ
て
き
ま
す
。

長
野
県
下
で
は
、
こ
の
差
別
事
象
は
ど
の

く
ら
い
起
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

統
計
的
資
料
を
見
ま
す
と
、
昭
和
四

十
八
年
か
ら
五
十
二
年
ま
で
の
五
か
年

問
、
長
野
県
に
お
き
た
部
落
差
別
事
象

の
発
生
件
数
は
、
結
婚
差
別
が
二
十
一

件
、
就
職
と
か
職
場
内
で
の
差
別
が
四

件
、
ま
た
文
字
と
か
言
語
、
動
作
に
よ

る
差
別
が
四
十
七
件
な
ど
の
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
(
県
に
報
告
の
あ
っ
た
も
の

の
み
)

上
田
市
内
で
の
具
体
的
な
実
例
は
ど
う

五

西
沢
ま
っ
さ
ん

松
崎
千
鶴
雄
さ
ん

宮
沢
ゆ
き
さ
ん

村
上
清
て
さ
え

林

良

尭

き

ん

村
瀬
徳
子
さ
ん

東
方
幸
子
さ
ん

宮
島
か
っ
さ
ん

緑
が
丘
一
丁
目

(緑
が
丘
)

山
田
仁
市
き
ん

踏
入
二
丁
目

(踏
入
)

宮
下
万
一
郎
さ
ん

天
神
四
丁
目

(南
天
神
町
)

秤
屋
能
理
子
さ
ん

中
央
六
丁
目

(愛
宕
町
)

細
谷
け
さ
は
る
さ
ん
院

内

下
塩
尻

下

組

国

分
千
曲
町

平
井
寺

保

野

染

屋

大

五
O

五 四 八六七八七七九一八八
六三 O 七 O 三八四 一 八 O 六

?田ーーーーーーーーー

し、グ)，;t、

土孟田城の

九九
六
ムハ

一

山独鈷山

で
し
ょ
う
か
。

上
田
市
内
で
の
部
落
差
別
事
象
を
二

三
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
若
い
人
た
ち
に
最

も
身
近
な
結
婚
問
題
に
つ
い
て
は
、
若

い
二
人
の
男
女
が
あ
る
機
会
に
親
し
い
間

柄
と
な
り
、
つ
い
に
、
結
婚
ま
で
約
束
す

る
仲
に
な
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
女

性
側
が
部
落
出
身
だ
と
い
う
こ
と
で
男

性
側
の
両
親
は
じ
め
、
ま
わ
り
か
ら
反
対

さ
れ
て
そ
の
結
果
、
つ
い
に
、
二
人
は
結

婚
を
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
女
性
が
部
落
出
身
で

あ
る
と
い
う
そ
の
一
事
で
、
結
ば
る

べ

き
二
人
が
、
結
ば
れ
な
か

っ
た
と
い
う
残

念
な
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
づ
く

七
O
六
五
六
八
五
三
六
O
六
一ニ

六
一

小
泉
き
ん
さ
ん

堀
内
重
登
さ
ん

中
央
六
丁
目
(
鍛
治
町
)

遠

藤

忠

夫

さ

ん

岡

首
藤
カ
ツ
子
さ
ん

緑
が
丘
三
丁
目

(緑
が
丘
西
)
四
三

室
賀

き

す

け

さ

ん

院

内

八

一

浦

野

九八七
八一

七
九

訂
正
お
わ
び

七

七
月

一
日
発
行
の
広
報
う
え
だ
第
七

九
四
号
八

ペ
ー
ジ
「
お
く
や
み
」
の
う

ち
、
柳
沢
初
子
さ
ん

中
央
六
丁
目

(
下

房
山
)

四
五
は
、
柳
沢
初
子
さ
ん

緑

が

丘

七

四
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す

七ヘハ
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